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最高視聴率25.3％の韓国ドラマ『雲が描いた月明り』に出演
子役から大人の女優へ完璧に生まれ変わった

韓国女優 キム・ユジョン
日本公式ファンクラブオープン！

株式会社 TIMO Japan （本社：東京都港区）は、高視聴率をマークし‘クルミ(雲)シンドローム’
を巻き起こしたドラマ『雲が描いた月明り』に出演したキム・ユジョンの 日本公式ファンクラブを
オープンしたことを発表いたします。

キム・ユジョン日本公式ファンクラブは、入会金・年会費無料となっており、会員限定コンテン
ツとしてPhotoやMovieを公開予定！現在、日本公式ファンクラブでは、新規会員募集中です。

これまでの子役のイメージから、大人の女優に生まれ変わったキム・ユジョンの日本での活
動にご期待ください！！

★☆ 2017年10月2日（月）OPEN ☆★

キム・ユジョン
ジャパンオフィシャルファンクラブ

URL ： https://kimyoujung.jp
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キム・ユジョン（Kim You Jung） Biography

キム・ユジョン（Kim You Jung） Profile

【生年月日】 1999年9月22日
【身長】 164cm
【血液型】 O型
【星座】 おとめ座

[ドラマ]
2016年 KBS「雲が描いた月明り」
2015年 ウェブドラマ「恋愛細胞２」
2015年 MBC「アングリー・マム」
2014年 SBS「秘密の扉～儀軌殺人事件」
2014年 ウェブドラマ「恋愛細胞」
2014年 KBSドラマスペシャル「哭婢」
2013年 MBC「黄金の虹」
2012年 MBC「メイクイーン」｜「太陽を抱く月」
2011～2012年 Tooniverse「マクイレショー」
2011年 MBC「階伯」
2010年 SBS「かぼちゃの花の純情」
2010年 MBC「欲望の炎」
2010年 KBS「九尾狐（クミホ）伝～愛と哀しみの母～」
2010年 MBC「ロードナンバーワン」｜「トンイ」
2009年 MBC「タムナ～Love the Island」
2009年 SBS「カインとアベル」
2008年 SBS「風の絵師」
2008年 KBS「強敵たち」SBS 「イルジメ一枝梅」
2007年 KBS「美しい時代」

[MOVIE]
2017年 「愛してるから」
2015年 「殺人の輪廻」
2014年 「ROOM 731」
2014年 「優しい嘘」
2013年 「同窓生」
2009年 「日韓共同ドラマテレシネマ７楽園」「不信地獄」

「TSUNAMI-ツナミ-」
2008年 「ソウルが見えるのか？」
2007年 「町内金庫連続襲撃事件」
2007年 「チェイサー」「仮面」「ファン・ジニ」
2006年 「角砂糖」「ある日突然 2番目の話－4番目の階」
2005年 「私の生涯で最も美しい一週間」
2005年 「親切なクムジャさん」
2004年 「DMZ 非武装地帯追憶の38度線」

[受賞暦]
2017年 第53回百想芸術大賞 TV部門人気賞
2016年 KBS演技大賞中編ドラマ部門優秀賞
2016年 KBS演技大賞ベストカップル賞
2016年 Yahoo Asia Buzz Awards 2016年間最多検索新世代女優賞
2016年 アジアアーティストアワードベストアイコン
2016年 第5回アジア太平洋スターアワード新人賞
2016年 スタイルアイコンアワードオーサムティーン賞
2015年 MBC演技大賞 10代スター賞
2014年 SBS演技大賞ニュースター賞
2012年 MBC演技大賞子役賞
2012年 第1回 K-ドラマスターアワード子役賞
2012年 ヘラルド東亜TV ライフスタイルアワードスタイルアイコンルーキー賞
2012年 第4回ピアソン映像フェスティバル最高女優子役賞
2010年 KBS演技大賞青少年演技賞
2010年 MBC演技大賞特別賞部門子役賞
2008年 SBS演技大賞子役賞

2004年に映画 「DMZ 非武装地帯追憶の38度線」で

デビューし、子役時代はヒロインの幼少期役として大
活躍した。その高い演技力が認められ、数々の賞を
受賞し、これまで多数のドラマや映画に出演。

役者としての仕事だけでなく、化粧品のイメージキャ
ラクターや歌番組のMCを務めるなど、活躍の場を広
げ、”子役”のイメージから大人の女優へと成長を遂げ
た。
最近では、韓国で高視聴率をマークし‘クルミ(雲)シ

ンドローム’を巻き起こしたドラマ『雲が描いた月明り』
にて、自身初となる男装キャラクターに挑戦し、韓国
だけでなく海外でも話題になった。©sidus HQ


